
1991年出上の木簡

奈
良
。平
城
宮
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
佐
紀
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九

一
年

（平
３
）
三
月
を
八
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
町
田
　
華早

５
　
遺
跡
の
種
類
　
宮
殿

。
官
衛
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
ぞ
平
安
時
代
初
期

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
平
城
官
南
面
の
東
門
で
あ
る
壬
生
門
を
入
っ
た
東
側
に
あ
た
り
、

宮
東
南
隅
に
近
く
、
東
は
第
三
二
次
補
足
、
南
は
第

一
五
五
次
、
西
は
第

一
六

五
次
と
第
二
二
〇
次
の
各
調
査
区
に
そ
れ
ぞ
れ
接
し
、
北
は
近
鉄
の
軌
道
敷
に

限
ら
れ
る
。
東
隣
の
第
二
二
次
補
足
調
査
で
は
、　
三
二
〇
〇
〇
点
弱
に
の
ぼ
る

考
課
関
係
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
壬
生
門
の
内
側
の
東
西
に
、
式
部
省
と

兵
部
省
が
相
対
す
る
形
で
配
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
平
安
官

「官
城
図
」
か

ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、
平
城
宮
に
お
い
て
も
同
様
の
配
置
を
と
る
こ
と
が
、　
一

九
八
九
年
以
来
の
壬
生
門
周
辺
地
区
の
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

本
調
査
は
式
部
省
官
行
の
西
南
部
を
対
象
と
し
た
第
二
二
〇
次
調
査
に
引
き
続

き
、
第
二
二
二
次
調
査
と
し
て
、
同
官
衛
東
南
部
と
、
そ
の
東
側
に
位
置
す
る

官
行
の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

調
査
の
結
果
、
式
部
省
に
関
わ

る
遺
構
と
し
て
、
そ
の
東
面
及
び

南
面
を
画
す
る
築
地
塀

・
礎
石
建

ち
の
南
北
棟
建
物
を
検
出
し
た
。

後
者
は
梁
間
二
間

（柱
間
九
尺
）
。

桁
行
五
間
（同
一
四
尺
）
の
身
舎
に
、

当
初
西
庇

（庇
の
出
一
二
尺
）
が
付

く
が
、
後
に
東
庇

（同
一
〇
尺
）
に

作
り
替
え
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
の
後

こ
れ
を
建
て
替
え
て
東

へ
伸
ば
し

て
い
る
（同
一
四
尺
）。　
第
二
二
〇

次
調
査
で
は
、
こ
の
建
物
と
南
門

を
は
さ
ん
で
東
西
対
称
の
位
置
に

ほ
ぼ
同
規
模
の
南
北
棟
を
検
出
し

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
式
部
省

内
は
、
今
回
検
出
の
建
物
を
東
第

二
堂
と
す
る
コ
字
形
の
建
物
配
置

を
と
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
た
だ

し
こ
れ
ら
の
遺
構
は
奈
良
時
代
中

頃
か
ら
後
半
に
か
け
て
の
も
の
で

あ
り
、
奈
良
時
代
初
め
に
は
こ
の
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第
二
次
朝
堂
院
地
区
の
南
方
地
区
は
、
南
北
棟
建
物
の
下
層
で
検
出
し
た
南
北

塀
と
南
面
大
垣
に
先
行
す
る
東
西
塀
で
大
き
く
区
画
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
内

部
の
建
物
遺
構
等
は
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。

一
方
そ
の
東
側
で
は
、　
式
部
省
東
築
地
塀
の
東
を
南
北
に
走
る
道
路

（両
側

溝
心
々
距
離
六
。
一
じ

を
は
さ
ん
で
、
官
衝
跡

（式
部
省
東
役
所
）
を
検
出
し
た
。

そ
こ
は
奈
良
時
代
初
め
に
は
、
掘
立
柱
塀
に
よ
っ
て
区
画
さ
れ
る
一
郭
で
あ
る
。

そ
の
規
模
は
い
発
掘
区
外
に
伸
び
る
た
め
不
明
で
あ
る
が
、
南
北
二
〇
ｍ
以
上
、

東
西
は
五
〇
ｍ
以
上
に
な
る
。
南
面
に
は
西
端
か
ら
約
二
九
ｍ
の
所
に
幅
四

・

五
ｍ
の
出
入
り
口
を
設
け
る
。　
そ
の
内
部
で
は
梁
間
二
間

（柱
間
八
尺
）
・
桁
行

二
間
以
上

（同
八
尺
）
の
南
北
棟
掘
立
柱
建
物
ｓ
Ｂ
一
四
六
八
五
と
井
戸
Ｓ
Ｅ
一

四
六
九
〇
を
検
出
し
た
「

式
部
省
地
区
に
建
物
が
造
営
さ
れ
る
奈
良
時
代
中
頃
に
な
る
と
、
掘
立
柱
塀

は
築
地
塀
に
作
り
替
え
ら
れ
る
。
南
面
築
地
塀
が
、
第
三
二
次
補
足
調
査
で
確

認
し
た
築
地
塀
の
延
長
に
当
た
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
式
部
省
東
役
所
の
東
西
長

は
全
長
八
Ｏ

ｍ
以
上
に
な
る
が
、
そ
の
接
続
に
つ
い
て
は
、
現
存
す
る
水
路
の

た
め
調
査
で
き
ず
、
確
認
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
。
区
画
内
部
で
は
、
前
期
の

出
入
日
の
位
置
を
踏
襲
し
た
礎
石
建
ち
の
棟
関
の
北
に
、
東
西
二
九

・
一
ｍ
、

南
北

一
〇
ｍ
以
上
の
東
西
棟
建
物
の
基
壇
Ｓ
Ｂ
一
四
七
四
〇
が
あ
る
。
そ
の
裾

に
は
残
灰
岩
地
覆
石
の
痕
跡
が
残
る
が
、
削
平
に
よ
り
建
物
規
模
は
不
明
。
南

門
か
ら
基
壇
ま
で
は
、
傘
大
か
や
や
小
さ
め
の
石
を
甲
盛
り
に
敷
き
詰
め
た
幅

約
四

・
二
ｍ
、
長
さ
九
ｍ
の
歩
道
が
あ
る
。

こ
の
区
画
内
で
は
、
そ
の
後
南
縁
部
に
鋳
鋼
工
房
が
営
ま
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

南
面
築
地
塀
西
端
に
接
し
た
東
西
四
間

（約
一
三
・
五
じ
、
南
北

一
間

（約
四
・

五
ｍ
）
の
建
物
内
部
を
東
西
に
三
つ
に
仕
切
り
、　
そ
れ
ぞ
れ
に
反
な
い
し
は
焼

け
た
小
穴
、
土
坑
が
付
属
す
る
。
南
門
の
東
側
に
も
炉
や
焼
け
た
穴
の
跡
が
残

る
が
、
覆
屋
な
ど
は
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
そ
の
後
、
基
壇
建
物
を
壊

し
、
南
門
の
東
に
染
間
二
間

（柱
間
八
尺
）、
桁
行
三
間

（同
九
尺
）
以
上
の
身
舎

に
南
庇

（庇
の
出
五
尺
）
が
付
く
掘
立
柱
東
西
棟
建
物
Ｓ
Ｂ
一
四
七
五
〇
、
そ
の

北
に
柱
筋
を
揃
え
て
建
つ
掘
立
柱
東
西
棟
建
物
ｓ
Ｂ
一
四
七
五
五
（大
部
分
が
調

査
区
外
の
た
め
詳
細
不
明
）
が
造
ら
れ
る
が
、
奈
良
時
代
末
に
は
廃
絶
す
る
。

さ
て
木
簡
は
式
部
省
東
役
所
の
、
奈
良
時
代
前
期
の
井
戸
跡
Ｓ
Ｅ
一
四
六
九

〇
か
ら
出
上
し
た
。
こ
の
井
戸
は
後
期
の
建
物
ｓ
Ｂ
一
四
七
四
〇
の
基
壇
の
下

層
で
検
出
し
た
も
の
で
、
掘
形
は

一
辺
約
五
ｍ
の
方
形
で
、
深
さ
約
二

・
二
ｍ
。

井
戸
枠
は
抜
取
ら
れ
、
抜
取
り
跡
は
崩
壊
の
た
め
、
掘
形
と
ほ
ぼ
同
規
模
ま
で

広
が
つ
て
い
る
。
抜
取
り
跡
の
堆
積
土
は
大
き
く
は
三
層
に
分
か
れ
、
そ
の
最

上
層
で
あ
る
黒
灰
色
粘
土
層
か
ら
大
量
の
木
筒
が
出
土
し
た
。
出
土
し
た
状
況

か
ら
は
、　
一
括
投
乗
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
木
簡
の
総
点
数
は
四
七
九
四

点
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
削
暦
が
四
七
〇
五
点
と
大
半
を
占
め
、
今
後
の
整
理
作

業
で
接
続
が
判
明
す
れ
ば
、
点
数
は
こ
れ
よ
り
減
少
す
る
と
見
ら
れ
る
。
そ
の

内
容
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
第
三
二
次
補
足
調
査
出
土
木
簡
と
同
じ
く
、
考
課

木
簡
等
式
部
省
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
年
紀
が
知
ら
れ
る
も
の
は
天
平

元
年
と
同
三
年
で
あ
る
。
ま
た
伴
出
遺
物
に
は
瓦

・
土
器
類
、

へ
ら

・
杓
子

・



1991年出上の木簡

箸

・
漆
器
匙

・
櫛

・
刀
子
形

・
鏃
形
等
の
木
製
品
が
あ
り
、
須
恵
器
の
杯
に
は

「式
部
省
五
口
」
と
墨
書
し
た
も
の
が
あ
る
。
な
お
東
役
所
の
西
を
限
る
道
路

の
東
側
溝
か
ら
も
、
「式
」
「曹
」
の
墨
書
が
あ
る
須
恵
器
が
出
土
し
て
い
る
。

な
お
こ
の
ほ
か
、
第
二
次
朝
堂
院
東
第
四
堂
の
調
査

（第
二
三
二
次
）
で
近
世

の
井
戸
か
ら
木
簡

一
点
が
出
土
し
た
が
、
判
読
で
き
な
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

井
戸
Ｓ
コ
一
四
六
九
〇

（１）　
。「十＄転陀璃〕　期彎削守ユ麻里呂［則　　　　」

。
「
　
謂
瑚
一
人
２
忍
々
盗盆
回
　
口
一
［押
□
日
ド

や誤
×
合
も
×
∞　
一欝

（
４
）

「
＜
掃
部
司
選
文
二
巻
」

「
＜
第
九
快
十
巻

」

「
擬
大
領

〔位
力
〕

×
□
阿
倍
朝
臣
廣
庭
位
分
資
×

「
大
初
位
上
秦
椋
人
銭
五
百
文
」

元
位

一
人

（１０
）
　
口
　
　
　
　
　
　
　
　
口

聞
懐
　
　
　
回

糞
聞

『
聖
母
神
皇
集
□
』

（１１
）

□
式
部
省
解

（・２）
閉
帥醒
神
部〔眈
健
片
岡
連
□
回

（２
）

ｏ
「
□
　
口
□

名
参
向

（３
）
　
ｏ
「
鶴

配

『

¬

番

畜冨
□霧

口

二
月
十

一
日

□
略
荊

呈□ 中 中 太
修

大国 宮 務 政
官省職□△

口ヵ
〕

『
日

』

（他

に
も
削
り
残
り

の
墨
痕
あ
り
）

以
前
□

　

（♯Ｓ
入
じ
益

ｏ∞７

（
・３
）

（
・４
）盆
）
霧
省
健
ヵ〕

『
い
×
μ
『
×
ヽ
　
〇
∞
］
キ

∞
『
Ｘ
ド
Φ
×
ヽ
　
〇
∞
や
■

（Φ時）
×
μｏ
×
μ
　
Ｏ
μΦ

（中∞⇔）
×
］り
》〈
μω　　Ｏωい
キ

］］∞
×
（枷）
×
ｍ
　
Ｏ∞
μ

（伽ド）
×
（『）
Ｘ
卜
　
Φ∞
μ

俗
］
じ
×
（中
じ
×
μ
　
ｏ∞
ド

Ｏ
Φ
μ

Ｏ
Φ
μ

Φ
Φ
μ

Ｏ
Φ
μ

国
L  L

Ｐ
Φ
『
×

囀
卜
×

〕
　

ｏ
μ
ド

98765

太  □ 中
政   等

〔部
己

神
祗
官
回
□



盆 0盆 ・分 発 分 宏 冤 笏 兌 ″ 0

薬

（２８
）

中
等

〔大
伴
宿
己

内
舎
人
回
□
□

監
物
史
生
少
初

右
大
△聴
〕

□
図
書

醍
離
回
鶴

〕

解
酔
鴫
〕

散
位
寮

治
部
省

醸
印
駆雅期
・蠅鯛　畑珂

雅
楽
寮
使
部

３

岸

Ｏ
Φ
μ

８

ド

Ｏ
Φ
ド

８

中

３

μ

８

岸

42   41    40   39    88   37   36

口
　
雅
楽
寮
歌
□

〔蕃
ヵ
〕

玄
口

民
部

造
兵
司
□
　
　
　
　
′

望

　

　

　

一

大
蔵
省
蔵
部
□

大
蔵
省
伴
　
　
　
　
　
　
．
．

ぼ
鴫
〕

上
等
木
工
寮
工
回

大
炊
寮
回
□

〔大
炊
己

中
等
□
回
□

回
　
主
殿
寮

□
〔酔
酌
配
□
位
下
事
持
肴
百
足

麒
酪
郊
回

近
江
国

〇
ゆ
騨

Φ
や
μ
エ

一
や
μ

3 .3

餅
酢醐酔醜己
□〔酢帥駆
『□‐剛咽
回

O Oi 10@OΦ Φ

10



（
４３
）

1991年出上の木簡

66   65    64    63

霊  目  目   霞  霞  霞

命 命 盆 0翁 盆

53   52   51   50   49   48   47   46    45   44（５４）
三考
播
磨
醜酔
酪
郎
従〔印
ヵ〕

『雛伴卸離難師際』

『
凡
凡
岡
田
□
謹
』

中
等
正
親
□

剛国□□
上
日五十

〔内
膳
司
己

園
池
司

右
兵
衛
□

右
馬
寮
馬
部
日
口

造
宮
省
工
部
少
初
位

撫
使
判
【酢
≧

□
難
波
宮
司
工

畿
醜
鴫
〕

国

飛
騨
国
史
生

3   3３

】

Ｏ
Φ
ド

国
考
一

〔国
己

次
路
□

〔阿

波
□
□
・
博
≧

圏
□

醍
餌
続
労
経
　
〔時
〕

一八
位
［

『今
ュ
被稲
上』
蔭
孫

方
回
不

一
品
舎
人
親

国
□

〔新
ヵ
〕

□
□
田
部
親
王
宮
蔵
司
主
典
任
□

□

（６．
）

□
故
二
品
吉
備
内
親
王
宮

（
６２
）

□秀椅弥“甜な

〔嶋
畠
□
回
　
右
京
□

山
背
目
愛
宕
郡

雨
離
試
積
人

口
□
国
連
一日
国
大
倭
国
添
上
郡

写  目       写  ョ3  3



（６７
）

国
城
上
郡

（６８
）
　
　
口
□

倭
国
城
下
郡
人
□

（６９
）
　
　
　
　
　
　
　
□

（
７０
）

河
内
国
石
川
郡
人

〔史
ヵ
〕

□
□
□

□
・
国
　
　
　
　
河
内
国
丹
比
郡
人

□
和
泉
国
和
泉

□
史
首
名

摂
津
国
□

〔郡
ヵ
〕

伊
賀
国
伊
賀
□

□
　
尾
張
国
葉
栗

〔物

部
真
と

〔寮

使
部
畠

□
□
□
□
□
口
　
回
□
回
□
□
回

〔江
力
〕

遠
□

〔近
江
己

〔嶋
≧

（７６
）

□
回
国
高
□

【
四

カ
〕

（７７
）

□
美
濃
国
不
破
郡
人

□
考
日

一
千
三
百
八
十

盆
）
函
濯
国
丹

75   74   73 72   71

Φ
Φ
μ

Ｏ
Φ
μ

〔部
ヵ
〕

（７９
）

□
□
□
□
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日
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五
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（８６
）

考
日
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千
三
百
回

（８７
）

上
日
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上
日
百
五
十
七
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日
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親
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平
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（
仰
）

（
‐０９
）

修
理
蓋
瓦
倉
二
間

注
連
五
十
二
枝
　
梁
五
十
四
枝

土
居
桁
勁

〕

（１１０
）
　
汁
手
〓
収
　
な
臨
製
拒
八
磐
保
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ解
＊

（１１‐
）

国
　
大
斗
百
村
　
小
斗
五
十
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ置

□

盆

）

霞
処

一

天
平
一一軍

五
月

。
□

（
‐‐２
）

（
‐‐３
）

〔釘
≧

□
□

一
千
三
百
九
十
四
隻
　
蟹
目
釘
四
百
五
十
隻
　
□ＯΦ
μ
■

魔
覆
二
蓋

□
知
金
銀
釦
堀
裁
□

銀

平回

（‐‐５
）

銀
鉢
四
口

（‐‐６
）

選
中
造
物

口
　
□

〔汁
七
段
畠

障
子
絶
□
□
□



（３
）
の
下
端
は
二
次
的
切
断
で
あ
る
。
左
右
両
辺
と
も
割
れ
て
い
る
。
も
と

は
別
の
墨
書
が
あ
っ
た
も
の
を
、
表
面
を
削

っ
て
再
利
用
し
た
も
の
で
あ
り
、

削
り
残
り
の
墨
書
が
残
る
。
考
目
録
は
延
喜
式
部
式
考
間
条
に
よ
れ
ば
、
考
文

を
も
と
に
式
部
省
で

一
二
月
三
〇
日
以
前
に
、
選
目
録
と
と
も
に
作
成
さ
れ
、

翌
年
二
月

一
〇
日
に
大
政
官
に
送
ら
れ
た
。
同
条
に
は
ま
た
考

。
選
の
別
記
を

作
る
こ
と
も
み
え
る
。
式
条
に
見
え
る
考
目
録
は
紙
の
文
書
で
あ
る
の
で
、
本

木
簡
自
体
は
考
日
録
で
は
な
い
。　
Ｅ

番
」
と
あ
り
、

太
政
官
以
下
職
員
令
に

見
え
る
官
司
の
順
に
官
司
名
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
別
記
や
考

目
録
の
作
成
に
あ
た
っ
て
の
作
業
分
担
考
示
す
役
割
を
持
つ
も
の
か
と
も
み
ら

れ
る
。
式
条
に
は

「考
番
史
生
」

「選
番
史
生
」
の
語
も
み
え
、
こ
れ
ら
の
作

業
は
番
を
作

っ
て
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（４
）
は
掃
部
司
の
選
文
に
付
け
ら
れ
て
い
た
付
札
で
あ
る
が
、
延
喜
太
政
官

式
諸
司
畿
内
考
文
条
等
に
よ
れ
ば
、
諸
司
の
長
上
官
の
考
文
と
選
文
は
、　
一
〇

月

一
日
に
弁
官
に
集
め
ら
れ
、
弁
官
は
目
録
を
作
り
太
政
官
に
申
上
し
、
そ
こ

か
ら
文
官
の
き
の
は
式
部
省
に
、
武
官
の
も
の
は
兵
部
省
に
下
す
こ
と
に
な
っ

て
い
た
。
ま
た
番
上
官
の
考
選
文
は

一
〇
月
二
日
に
省
に
集
め
ら
れ
た
。
ｔ
の

掃
部
司
の
選
文
も
こ
う
し
て
式
部
省
に
届
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
（７
）
は
も
と

は
短
冊
形
の
木
簡
の
側
面
に
穴
を
貫
通
さ
せ
て
い
る
〇

一
五
型
式
で
あ

っ
た
も

の
を
、
先
を
と
が
ら
せ
別
の
用
途
に
用
い
た
も
の
で
あ
る
。
阿
倍
朝
臣
広
庭
は

神
亀
四
年
（七
一一七
こ

○
月
に
従
三
位
で
中
納
言
と
な
り

（『続
日
本
紀
』
同
月
甲

戊
条
、
以
下
、
日
付
の
み
を
記
す
の
は
す
べ
て
本
書
）、
天
平
元
年

（七
二
九
）
八
月
、

光
明
子
が
皇
后
に
な
っ
た
際
に
は
、
勅
を
宣
し
て
い
る

（同
月
壬
午
条
）。

（１０
）

に
見
え
る

「聖
母
神
皇
」
は
則
天
武
后
の
尊
号
で
あ
る
。

『
日
本
国
見
在
書
目

録
』
（惣
集
家
）
に

「聖
母
神
皇
垂
扶
後
集
」
「聖
母
集
」
が
み
え
る
。

（２．
）
の

「□
寮
」
が
内
匠
寮
で
あ
る
な
ら
、
そ
れ
は
神
亀
五
年
七
月
二

一
日
に
新
設
さ

れ
た
、
中
務
省
被
管
の
令
外
官
で
あ
る
。

（４３
）
中
に
見
え
る

「医
博
土

（士
じ

選
医
師
」
は
大
宝
医
疾
令
の
令
文
の
一

部
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
養
老
瓜
疾
令
は

『令
義
解
』
『令
集
解
』
と
も
災

失
し
て
い
る
が
、
『
政
事
要
略
』
な
ど
に
よ
り
条
文
が
復
原
さ
れ
て
い
る
。

そ

の
瓜
博
士
条
の
復
原
条
文
は

「医
博
士
、
取
医
人
内
法
術
優
長
者
為
之
、
按
摩

呪
禁
博
士
亦
准
此
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
平
城
官
跡
出
土
木
簡
中

に
、
同
条
を
習
書
し
た
も
の
が
あ
り

（『平
城
宮
木
簡
』
三
　
一一九
二
五
）、　
そ
れ

に
よ
れ
ば
上
記
条
文
中
の

「医
博
」
「内
法
術
優
」
「呪
禁
博
士
亦
准
此
」
の
部

分
は
習
書
に
も
あ
り
、
同
文
で
あ
る
。
し
か
し

「取
区
人
」
に
相
当
す
る
部
分

は
習
書
で
は

「選
医
師
」
に
復
原
で
き
、
養
老
令
と
は
異
な
る
こ
と
か
ら
、
そ

れ
は
大
宝
医
疾
令
の
条
文
で
あ
ろ
う
と
み
ら
れ
て
い
る
。
今
回
出
上
し
た
木
筒

∫
当
該
箇
所
が
そ
れ
と
同
じ
語
句
で
あ
り
、
大
宝
令
を
書
き
写
し
た
も
の
と
判

断
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

（
５０
）
「撫
使
」
は
鎮
撫
使
で
あ
ろ
う
。
天
平
三
年

一
一
月
に
畿
内
惣
管
と
と

も
に
諸
道
鎮
撫
使
が
置
か
れ
て
い
る
。
鎮
撫
使
の
下
に
は
判
官

一
人
、
主
典

一

人
が
属
し
た

（同
月
丁
卯
条
・
癸
酉
条
）。

（５．
）
（５２
）

「造
難
波
宮
使
」
に
つ
い

て
は
、
神
亀
三
年

一
〇
月
に
式
部
卿
従
三
位
藤
原
朝
臣
宇
合
の
知
造
難
波
官
事
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任
命
が
見
え
（同
月
庚
午
条
）、
同
四
年
二
月
に
は
、
「造
難
波
官
雇
民
、
免
課
役

井
房
雑
得
」
と
あ
り

（同
月
壬
子
条
）、
難
波
官
の
造
営
が
進
ん
で
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
そ
の
後
天
平
四
年
九
月
に
正
五
位
下
石
川
朝
臣
枚
夫
を
造
難
波
宮
長

官
に
任
命
し

（同
月
乙
巳
条
）、

ま
た
同
六
年
二
月
の
難
波
宮
行
幸
時
に
、
造
穎

波
官
司
の
官
人
に
禄
を
賜

っ
て
い
る
（同
月
丁
丑
条
）。

（５４
）
播
磨
国
按
察
使
で

天
平
元
年
前
後
で
名
前
の
知
ら
れ
る
人
と
し
て
は
、
養
老
五
年

（七
二
こ

六
月

に
任
じ
ら
れ
た
従
四
位
上
百
済
王
南
典
が
い
る

（同
月
幸
丑
条
）。

（５９
）
か
ら
（６．
）
に
は
親
王

・
内
親
王
の
名
が
見
え
る
が
、
い
ず
れ
も
お
そ
ら

く
そ
の
家
政
機
関
の
官
人
の
考
課
に
関
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
（５９
）
舎
人
親
王

は
、
養
老
二
年
正
月

一
品
に
叙
せ
ら
れ

（同
月
庚
子
条
）、

翌
年

一
〇
月
に
は

（６０
）
に
見
え
る
新
田
部
親
王
と
共
に
、
宗
室
の
年
長
と
し
て
皇
太
子
首
皇
子
の

輔
佐
を
命
じ
ら
れ
た
（同
月
辛
丑
条
）。
同
四
年
八
月
知
太
政
官
事
に
就
任

（同
月

甲
申
条
）、　
天
平
元
年
八
月
に
は
光
明
立
后
の
勅
を
宣
し
た

（同
月
壬
年
条
）。

（
６０
）
に
は
新
田
部
親
王
の
官
の
蔵
司
が
見
え
る
。
親
王
は
神
亀
元
年
二
月
聖
武

即
位
時
に

一
品
に
叙
せ
ら
れ

（同
月
甲
午
条
、　
同
五
年
七
月
乙
卯
条
に
も
一
品
叙
位

記
事
が
あ
る
）、
同
六
年
二
月
の
長
屋
王
の
変
の
際
に
は
、
舎
人
親
王
と
共
に
王

邸
に
出
向
き
綿
間
に
あ
た
っ
た
（天
平
元
年
二
月
壬
申
条
）。
蔵
司
は
後
官
に
同
名

の
官
司
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
親
王
の
官
に
属
す
る
機
関
を
示
す
も
の
と
し
て
興

味
深
い
。
な
お
右
の
二
人
の
親
王
は
、
共
に
天
平
七
年
に
死
去
し
て
い
る
。
ま

た
（６．
）
に
は
故
吉
備
内
親
王
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
内
親
王
が
長
屋
王
の
変
で

自
害
し
た
後
、
「其
家
令
帳
内
等
並
従
放
免
」
（天
平
元
年
二
月
甲
戊
条
）
と
い
う

措
置
が
取
ら
れ
た
。
こ
の
木
簡
は
彼
女
の
家
令
、
あ
る
い
は
帳
内
の
考
課
木
筒

の
削
居
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
天
平
元
年
の
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

（８９
Ｘ
９０
）
に
見
え
る

「能
」
は
、
考
課
令
内
外
官
条
中
に

「応
考
者
、
皆
具

録

一
年
功
過
行
能
、

並
集
対
読
」
と
あ
る
能
の
こ
と
。
義
解
は

「才
芸
為
能
」
、

集
解
所
引
の
古
記
は

「能
、
謂
書
算
射
騎
之
類
、
此
二
者

（＝
行
能
）
元
預
考
」

と
す
る
。
正
倉
院
文
書
中
の
大
宝
令
制
下
の
陰
陽
寮
の
考
文
と
み
ら
れ
る
も
の

に
は
、
例
え
ば
中
上
を
獲
得
し
た
正
七
位
上
行
陰
陽
師
高
金
蔵
に
つ
い
て
上
日

数
・
善
。
最
と
と
も
に
能
と
し
て
「太

一　
遁
甲
　
天
文
　
一ハ
壬
式
　
算
術
　
相

地
」
を
あ
げ
る

（『大
日
本
古
文
書
』
二
四
巻
五
五
二
ぞ
五
五
四
頁

「官
人
考
試
帳
」
、

野
村
忠
夫

『律
令
官
人
制
の
研
究
り
。

考
課
の
結
果
を
記
し
た
木
簡
か
ら
す
る
と
、
長
上
官

。
番
上
官
両
方
の
も
の

が
含
ま
れ
て
い
る
。
（９５
）
は
考
課
令
分
番
条
に
見
え
る
番
上
官
の
上
等
の
理
由

「小
心
謹
卓
、
執
当
幹
了
」
、

（９６
）
は
同
じ
く
中
等
の

「番
上
無
違
、
供
承
得

済
」

を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。　
ま
た

（７７
）
や
（８５
×
８６
）
の
上
日
数
や
、

（９．
）

（９２
Ｘ
９８
）
の
よ
う
に
複
数
の
考
課
結
果
を
記
し
た
も
の
、
さ
ら
に
（
１０２
）
や
（
‐‐６
）

な
ど
選
に
関
わ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
あ
る
年
の
考
課
に
関
わ
る

だ
け
で
な
く
、
成
選
に
関
係
す
る
木
簡
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
第
三

二
次
補
足
調
査
出
土
木
簡
と
同
じ
傾
向
で
あ
る
。
（側
）
の
天
平
元
年
八
月
五
日

は
天
平
改
元
の
当
日
の
日
付
で
あ
る
。

（
‐０６
）
以
下
は
建
築
部
材
や
鉢

。
重
の
個
数
を
荻
え
た
も
の
な
ど
で
、
（
‐０５
）
ま

で
の
木
簡
と
い
さ
さ
か
内
容
を
異
に
す
る
。
（
‐１６
）
に

「選
中
造
物
」
と
あ
る
よ



う
に
、
考

。
選
中
行
事
を
記
し
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
今
回
出
上
の
木
筒
を
見
て
く
る
と
、
年
紀
の
あ
る
も
の
は
天
平

元
年

（り

と
同
三
年

（ｌｏ５
）
で
あ
る
が
、　
そ
の
他
の
も
の
も
年
代
を
あ
る
程

度
絞
れ
る
も
の
は
、
ほ
ぼ
そ
の
頃
の
も
の
と
判
断
で
き
る
。
記
載
内
容
か
ら
は
、

（５０
）
鎮
撫
使
木
筒
の
天
平
三
年

一
一
月
以
降
と
い
う
の
が
、
最
も
新
し
い
。
ま

た
舎
人

・
新
田
部
親
王
の
没
年
か
ら
す
る
と
、
天
平
七
年
以
前
と
い
う
の
が
、

木
簡
群
の
時
期
の
下
限
と
し
て

一
つ
の
目
安
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
削
居
と
い
う

こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
木
筒
が
不
要
に
な
り
再
利
用
の
た
め
表
面
を
削
ら
れ
て
か

ら
、
捨
て
ら
れ
る
ま
で
長
い
期
間
が
あ

っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
出
土

し
た
の
が
溝
で
は
な
く
、
掘
立
柱
塀
で
囲
ま
れ
た

一
郭
内
の
井
戸
跡
で
あ
る
か

ら
、
遠
く
か
ら
削
居
を
こ
こ
に
捨
て
に
来
た
と
は
考
え
が
た
い
。
お
そ
ら
く
井

戸
の
あ

っ
た
式
部
省
東
役
所
で
生
じ
た
削
屑
が
、
そ
う
期
間
を
置
か
ず
に
、
井

戸
の
抜
き
取
り
跡
に
捨
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
木
簡
は
天
平

三
年

一
一
月
か
ら
そ
う
遠
く
な
い
時
期
の
一
括
投
棄
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
二
次
補
足
調
査
で
は
、
そ
の
多
く
の
木
簡
は
南
面
大
垣
の
北
を
流
れ
る

東
西
溝
ｓ
Ｄ
四

一
〇
〇
か
ら
出
土
し
、
そ
の
年
紀
は
神
亀
五
年
か
ら
宝
亀
元
年

（七
七
〇
）
に
及
ぶ
が
、
神
亀
年
間
の
も
の
は
発
掘
区
の
西
端
か
ら
の
み
出
上
し

た
。
こ
の
結
果
か
ら
奈
良
時
代
前
半
に
お
い
て
も
、
こ
の
近
辺
に
式
部
省
の
存

在
が
推
定
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
今
回
の
木
簡
出
土
は
そ
れ
を
裏
付
け
る
も

の
と
な
っ
た
。
平
安
官

「宮
城
図
」
に
よ
る
と
、
式
部
省
東
役
所
の
位
置
に
相

当
す
る
、
式
部
省
曹
司
の
東
隣
に
は
式
町

・
式
部
省
厨
が
所
在
す
る
。
式
部
省

地
区
で
は
、
当
該
時
期
の
官
行
遺
構
を
検
出
で
き
て
い
な
い
が
、
そ
の
東
隣
で

天
平
年
間
の
式
部
省
関
係
木
筒
が
出
上
し
た
こ
と
は
、
そ
の
時
期
の
式
部
省
東

役
所
が
式
部
省
本
体
な
い
し
は
そ
れ
に
付
属
す
る
官
行
で
あ

っ
た
こ
と
を
物
語

る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
同
役
所
の
占
地
が
奈
良
時
代
前
半
と
、
式
部
省
官
衝

建
物
を
検
出
し
た
奈
良
時
代
後
半
で
変
わ
ら
な
い
こ
と
、
そ
の
内
部
の
前
半
に

お
け
る
建
物
遺
構
の
配
置
が
疎
で
あ
る
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
東
役
所
が
奈
良
時

代
前
半
に
お
い
て
も
、
式
部
省
本
体
で
は
な
く
、
そ
れ
に
付
属
す
る
官
衛
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
そ
の
時
期
の
式
部
省
本
体
は
、

未
検
出
で
は
あ
る
が
、
式
部
省
東
第
二
堂
の
下
層
で
検
出
し
た
南
北
掘
立
柱
塀

と
、
南
面
大
垣
に
先
行
す
る
東
西
掘
立
柱
塀
で
区
画
さ
れ
た
中
に
位
置
し
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
平
安
官

「官
城
図
」
の
式
部
省
の
位

置
は
奈
良
時
代
前
半
に
ま
で
遡
る
こ
と
に
な
り
、
第
二
次
朝
堂
院
の
性
格
を
め

ぐ
る
論
議
に
も

一
石
を
投
じ
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
奈
良
時
代
中
頃
以
降
の
式

部
省
東
役
所
も
、
大
規
模
な
基
壇
を
有
す
る
建
物
や
鋳
銅
遺
構
の
存
在
な
ど
、

一
概
に
式
部
省
の
付
属
施
設
と
み
な
し
が
た
い
点
も
あ
り
、
今
後
に
課
題
を
残

し
て
い
る
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
目
立
文
化
財
研
究
所

『
一
九
九

一
年
度
平
城
官
跡
発
掘
調
査
部
発
掘
調

査
概
報
』
盆

九
九
二
年
）

同

『
平
城
官
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
二
六

（
一
九
九
二
年
）（館
野
和
己
）


